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To Our Shareholders株 主 の 皆 様 へ

　株主の皆様におかれましては、日頃より格別のご高配を賜り、心より
厚く御礼申し上げます。
　日頃のご愛顧に感謝申し上げますとともに、当中間期の活動につい
てご報告させていただきます。

当中間期の振り返り
　当中間期におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染拡大により
自粛を余儀なくされ、緊急事態宣言解除後は経済活動の再開へと徐々に動
き始めたものの、諸外国の経済活動再開の足取りも鈍く、国内においても
自粛ムードの残存に加え、感染防止のための行動規制などにより景気回復
の見通しは立たず、先行きは不透明な状況が続いております。
　食品小売業界におきましても、感染拡大による外出自粛の動きから内食
需要が増加した反面、異業種からの参入や価格競争が一層激化するととも
に、物流コストの高騰や人件費関連コストの増加など依然として厳しい状
況で推移いたしました。
　このような状況の下、当社グループはお客様の購買活動の変化による内
食需要への対応や、感染拡大防止策の実施によりお客様と従業員の安全・
安心の確保を優先し、業務の効率化と販売チャネルの拡大を目指すことで
企業価値の向上に努めてまいりました。
　以上の結果、当中間期の連結売上高は331億5百万円（前年同期比
10.0％増）、営業利益は7億48百万円（前年同期比29.0％増）、経常利益
は8億6百万円（前年同期比27.6％増）、親会社株主に帰属する中間純利益
は4億98百万円（前年同期比28.7％増）となりました。

「食」を通じて「満足」と「豊かさ」を提供し
地域社会に貢献します。

代表取締役社長　樋口 勝人
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　旅館「海風亭 寺泊 日本海」につきましては、緊急事態宣言
に伴う営業自粛要請、県外への移動制限や外出自粛要請の影
響により売上高が大幅に減少しました。

通期の見通し
　当中間期の業績は、当初計画を上回る形で推移してまいり
ました。これにより通期の業績予想を修正しております。詳
細は令和2年11月10日公表の「業績予想の修正に関するお知
らせ」をご参照ください。今後につきましても、お客様第一
を念頭にこれまでの取り組みを一層丁寧に着実に実行いたし
ます。
　なお、通期の見通しにつきましては、現時点で入手可能な
情報に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや
不確実性が含まれていることをご承知おきください。

（前期比）

売上高 664億円 （7.1％増）
営業利益 14億30百万円 （11.9％増）
経常利益 15億20百万円 （9.7％増）

親会社株主に帰属する当期純利益 7億90百万円 （5.5％減）
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● 2021年3月期中間
　 売上高
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（前年同期比 10.0％増）
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■ 旅館、その他事業
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主な業況
　スーパーマーケット事業につきましては、外出自粛に伴う
外食の減少から内食需要が高まり、当社の特色である業務用
商品や生鮮品のまとめ買いも多かったことで、売上高は前年
に比べ大幅に増加しました。また、経費面につきましては、
来店者の過密防止の観点からチラシ等の販促活動を制限した
ことにより広告宣伝費が減少しました。
　業務スーパー事業につきましては、メールマガジンの会員
数が順調に増加し、会員向けにお買い得情報を配信したこと
と内食需要の高まりから、一般消費者の利用頻度は大幅に増
加しました。
　弁当給食事業につきましては、新規顧客獲得のためメニュー
の改廃に着手し、コロナ禍における営業活動にも回復の兆し
が伺えるものの、顧客事業所の稼働が減少し、販売食数は減
少しました。
　食材宅配事業につきましては、ケアハウスや福祉施設など
への食材販売を行う「ヨシケイキッチン」の契約施設数が順
調に増加しました。また、個人宅への販売数は内食需要に支
えられ前年を大幅に上回りましたが、利益面につきましては、
原材料価格の上昇等により前年同期を下回りました。
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Topicsトピックス

　令和2年4月の「緊急事態宣言」（同年5月
解除）に端を発し、現在も影響が続くなか、
当社は次の取り組みを継続することでお客
様、お取引先様、従業員の安全確保に努め
ています。

2020年6月業務スーパー南方店
宮城県登米市南方町鴻ノ木76-1

2020年8月業務スーパー鉾田店
茨城県鉾田市新鉾田1-5-8

2020年9月業務スーパー帯広西5条店
北海道帯広市西5条南18-7-7

移転 新店

●  感染症対策に関する事項（情報収集、対策立案、対策実施等）を迅速に意思決定し、機動的に対応するため代表取
締役社長を対策本部長とした「新型コロナウイルス感染症災害対策本部」を設置。政府方針等を受けて当社の対策
指針を見直した後、適宜通達文書を発信し、指示内容を速やかに徹底。

●罹患が疑われる従業員への対応を決定。
　◦症例を類型化し、客観的判断をもって出勤停止の判断を行う。
　◦医療機関受診を指示。簡易のPCR検査を受診させる。
●出勤前の検温、うがい、手洗い、アルコール消毒、マスクの着用を義務化。
●緊急事態宣言対象区域への往来の制限。 

新型コロナウイルス感染症への取り組み

当社の取り組みについて

店舗では、お客様が安心してお買い物できるよう、飛沫防止・ソーシャルディスタンスの確保に努めています。

移転・新規出店情報 お客様の満足度を向上させるべく、移転・出店いたしました。（連結子会社の出店を含む）
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苦悩の末に掴んだ新しい店舗形態
　新潟市食と花の交流センター「いくとぴあ食花」（新潟市中央区清五郎336）内の「キラキラレストラン」が業態を変更し

「キラキラレストラン焼肉黒真」として7月1日（水）にオープンいたしました。新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、
従来の「ビュッフェスタイル」を見直したことが契機となっています。
　にいがた和牛・特選牛肉の食べ放題だけではなく、県産豚肉や県産鶏肉を取り入れるなど、「地産地消」をコンセプトにした
店づくりを行っています。

　飲食店では県内初となる配膳ロボット2台を導入し、従業員の負担軽減と、新型コロナウイル
スに対する感染リスクの低減を図ります。

地元メディアでも取り上げられました！

キラキラレストラン、新しい業態へ
令和2年7月1日（水）　グランドオープン

新潟県内『初導入』の配膳ロボット

配膳ロボット
「エイミー」

（令和2年7月16日 BSN新潟放送「ゆうなび」） （令和2年6月23日 新潟日報） 4



Financial Statements連 結 財 務 諸 表

前期末
2020年3月31日

当中間期末
2020年9月30日

前期末
2020年3月31日

当中間期末
2020年9月30日

（単位：百万円） （単位：百万円）

固定資産
12,040

流動資産
6,485

現金及び預金
2,479

有形固定資産
9,180

無形固定資産
428

投資その他の資産
2,431

固定資産
11,800

流動資産
7,064
現金及び預金
3,215

有形固定資産
9,025
無形固定資産
462
投資その他の資産
2,312

流動負債
6,703

固定負債
4,109

負債
10,813

株主資本
7,537

純資産
7,712

流動負債
7,043
固定負債
4,214

負債
11,257

株主資本
7,515

純資産
7,607

資産合計
18,526

負債・純資産
18,526

資産合計
18,864

負債・純資産
18,864

当中間期
2020年4月1日～2020年9月30日

売上高
33,105

営業利益
748

経常利益
806

税金等調整前
中間純利益
791

親会社株主
に帰属する
中間純利益
498

売上原価　25,251
販売費及び一般管理費　7,105

営業外収益　84
営業外費用　26

法人税等
293

特別損失　15

（単位：百万円） 当中間期
2020年4月1日～2020年9月30日

現金及び
現金同等物の
期首残高

営業活動による
キャッシュ・フロー
271

投資活動による
キャッシュ・フロー
△440

財務活動による
キャッシュ・フロー
△565

（単位：百万円）

現金及び
現金同等物の
中間期末残高

3,080
2,344

■ 連結損益計算書の概要 ■ 連結キャッシュ・フロー計算書の概要

■ 連結貸借対照表の概要
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Company Data Stock Information会 社 概 要 株 式 の 状 況

●外国人
175,900株
（1.62％）
●金融機関
721,400株
（6.66％）

●自己名義株式
1,419,189株
（13.10％）

●証券会社
56,290株
（0.52％）

●個人・その他
5,338,021株
（49.28％）

●その他国内法人
3,122,200株
（28.82％）

■会社概要（2020年9月30日現在）

■大株主（上位10名）（2020年9月30日現在）

株主名 持株数 持株比率
株 ％

㈱ひぐち 2,711,000 28.80
樋口　勤 723,000 7.68
㈱第四銀行 320,000 3.40
㈱北越銀行 301,000 3.20
オーシャンシステム従業員持株会 185,900 1.97
樋口智明 180,700 1.92
樋口小百合 140,000 1.49
鈴木美花 134,200 1.43
MSIP CLIENT SECURITIES 73,600 0.78
㈱日本カストディ銀行（信託口） 58,700 0.62

（注）1.   当社は自己株式（1,419,189株）を保有しておりますが、上記大株主から除
外しております。

2. 持株比率は自己株式を除外して計算しております。
3. 議決権比率は小数点第3位を四捨五入しております。

社 名

本店所在地

創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数

事 業 拠 点

子 会 社

■株式の状況（2020年9月30日現在）

発行可能株式総数 35,740,000株
発行済株式の総数 10,833,000株

（自己株式1,419,189株含む）
株主数 11,148名
単元株式数 100株

株式会社オーシャンシステム
（OCEAN SYSTEM CORPRATION）
〒955－0845
新潟県三条市西本成寺二丁目26番57号
1963年（昭和38年）　6月
1978年（昭和53年）11月1日
8億171万円
938名（連結）　867名（単体）

（嘱託・契約社員・パート・アルバイトは除く）
スーパーマーケット事業 10店舗
業務スーパー事業 46店舗
弁当給食事業
　工　場 8工場
　営業所 8営業所
　販売所 2店舗
食材宅配事業
　営業所 17営業所
旅館、その他事業 3店舗
株式会社サンキューオールジャパン
株式会社フーディー
株式会社カワサキ

■役 員（2020年9月30日現在）

代 表 取 締 役 社 長
取 締 役 会 長
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

樋 　 口 　 勝 　 人
樋 　 口 　 　 　 勤
中 　 嶋 　 庄 　 司
宮 　 嶋 　 大 　 造
小 　 野 　 純 　 平
杉 　 田 　 仁 　 史
長 谷 川 　 吉 　 浩
山 　 田 　 秀 　 樹
齋 　 藤 　 吉 　 弘
武 　 石 　 　 　 肇
捧 　 　 　 俊 　 雄
逸 　 見 　 和 　 宏

■所有者別分布状況（2020年9月30日現在）
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下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施しております。お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」 MAIL：info@e-kabunushi.com

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　3096

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
（株式会社 a2mediaについての詳細 https://www.a2media.co.jp）

※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこ
れ以外の目的に使用することはありません。 （1809）

kabu@wjm.jp

株主メモ 株主優待制度のご案内

事業年度 毎年4月1日〜翌年3月31日

剰余金の配当基準日 3月31日
（中間配当を行う場合は9月30日）

定時株主総会 毎年6月下旬
単元株式数 100株

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

公告方法
電子公告（http://www.ocean-system.com）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による
公告をすることができない場合には、日本経済新聞に
掲載して行います。

当社では、株主の皆様の日頃のご支援、ご愛顧に感謝の意を込めて、年2
回の株主優待制度を設けております。
【1】優待内容
毎年3月31日現在及び9月30日現在の株主名簿に記載または記録された
200株以上の当社株式を保有する株主様を対象といたします。株主名簿の
記載住所及びご所有株式数に応じて優待内容が異なります。
ご所有株式数 新潟県在住の株主様 左記以外の株主様

200株〜499株 株主ご優待券（買物割引券）
2,000円分（200円券10枚）

株主ご優待米
（新潟県魚沼産米）3kg

500株〜999株 株主ご優待券（買物割引券）
5,000円分（200円券25枚）

株主ご優待米
（新潟県魚沼産米）5kg

1,000株以上 株主ご優待券（買物割引券）
10,000円分（200円券50枚）

株主ご優待米
（新潟県魚沼産米）10kg

【2】株主ご優待券（買物割引券）について
●ご利用方法
　1回のお買上金額1,000円以上につき、1,000円ごとに各1枚（200円）
ご利用いただけます。
　※本券はたばこ、商品券、宅配便送料等にはご利用いただけません。
●ご利用可能店舗
　チャレンジャー、業務スーパー、海風亭寺泊日本海、ヨシケイ新潟、
　キラキラレストラン焼肉黒真
　（いずれも新潟県内の店舗・営業所に限ります。）
　※なお、当社直営でないテナントでは一部ご利用いただけない店舗もございます。
●対象株主様ご利用可能期間
　3月31日現在の株主様　　　　翌年1月31日まで
　9月30日現在の株主様　　　　翌年7月31日まで
【3】贈呈時期
新潟県内のご住所で登録されている株主様には、本株主通信に同封して、
株主ご優待券（買物割引券）をお送りしております。新潟県以外のご住所
で登録されている株主様には、2020年11月末〜12月上旬に株主ご優待米
を発送させていただく予定です。
なお、株主ご優待米は生鮮食品となりますので、お手元に届きましたら、
お早めにお召し上がりいただきますよう、お願い申し上げます。

〒955-0845 新潟県三条市西本成寺二丁目26番57号
TEL 0256-33-3987　FAX 0256-35-2573
http://www.ocean-system.com

株式に関するお手続きのお問い合わせ先
●証券会社等に口座をお持ちの場合
　お取引の証券会社等へお問い合わせください。
●証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）
　みずほ信託銀行へお問い合わせください。
　　　　みずほ信託銀行　証券代行部
　　　　フリーダイヤル　0120-288-324（土・日・祝日を除く9：00〜17：00）
　　　　お取扱店　みずほ信託銀行　本店及び全国各支店
　　　　　　　　　みずほ証券　　　本店及び全国各支店
　　　　　　　　　　　　　　　　　プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）で

もお取扱いたします。
●未払配当金のお支払い
　　みずほ信託銀行　本店及び全国各支店
　　みずほ銀行　　　本店及び全国各支店


